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 日本補綴歯科学会西関東支部は神奈川、山梨の 2 県に渡る会員によって構成されていますが、各県

地域歯科医師会との連携も密であり、今年度も神奈川県歯科医師会・学術大会と本大会を同時開催す

る運びとなり、さらにお互いの交流を深めているところです。 

 さて、歯科医療を取り巻く環境は相変わらず厳しい状況にありますが、歯科医療・歯科保健が社会

から否定されているわけではありません。むしろ多くの国民が口腔の機能、とりわけ咀嚼・咬合の維

持あるいは回復が全身の機能に深く関与すること、また生活習慣病をはじめとする多くの全身疾患の

予防に繋がり、質の高い人生を形成する、という事実に関心を示しはじめています。 

 これらの事実を社会に周知、浸透、理解させ、それを正しく評価させることが歯科医学会そして歯

科医師会の責任であり、大切な役割である、と認識しています。よって、学会主導の市民を対象とし

たフォーラムの開催はとりわけ意義深いものと考えています。 

 歯科医療の現場からの意見として、「学問の裏付けのない臨床の評価が低いように臨床に反映されな

い学問の価値も小さい」と考えています。今後ますます臨学一体の歯科医学・歯科医療を目指さなけ

ればならない、と思います。 

 「医療というものは常に多くのものに挑戦し、試行錯誤の中から、より高度の内容が生まれてくる

もの」だと、考えます。私たちは常に新しい情報を求め、それを取捨選択し、自らの医療の在り方、

方向を決めていく必要があります。 

 新しい確かな情報を得る場の一つが学術大会ですので、日本補綴歯科学会西関東支部・神奈川県歯

科医師会、二つの学術大会がともに盛会で、充実した内容であることを強く希望いたします。 

           

 

  大会長 高橋紀樹 

(神奈川県歯科医師会会長) 



平成 21年度 社団法人 日本補綴歯科学会 

西関東支部学術大会参加の皆様へ 
 

1.  参加者は受付にて当日会費 2,000 円をお支払いの上、参加章をお受け取りください。 

2.  学術大会参加章には氏名・所属を記入の上、胸につけてご入場下さい。参加章下部は領収書にな   

    っています。 

3.  本学会専門医の申請あるいは更新を希望する会員は、専門医研修カードに必要事項をご記入の上、  

  総合受付の専用ポストに投函してください。 

4.  本学会は日本歯科医師会生涯研修事業の認定を受けておりますが、生涯研修の申請は個人でお願  

  いいたします。 

5.  学会会場におけるビデオ・写真撮影等は、発表者の著作権保護のため、禁止させていただきます。  

  なお、特別な事由がある場合は、大会長にお申し出下さい。 

 

 

発表される先生方へ  

【口演発表】 

1.  口演時間は 8分、質疑応答は 2分です。 

2.  発表者の方は発表予定時刻の 10分前までに次演者席に着席して下さい。 

3.  口演中、青電灯は 6分経過を、赤電灯は 8分経過を示します。ブザ−(10 分)で降壇して下さい。 

 

《PCによる講演発表について》 

1.  今回はすべて Windows Power Point による講演発表とさせて頂きます。 

2.  映写は単写とさせて頂きます。 

3.  ファイルは CD-ROM にてご持参下さい。 

4.  発表 30分前までに会場の補綴歯科学会 CD受付へご持参になり、PCで起動確認をお願いします。 

5.  確認後、CD-ROM を CD受付へ提出し、受付証をお受け取り下さい。 

6.  発表終了後は速やかに CD受付にて受領証と引き替えに CD-ROMをお受け取り下さい。 

7.  発表終了までに所定のフォームに入力した事後抄録ファイルを受付にご提出ください。なお、図 

  表はご遠慮下さい。 

 

 

 

 

 



【ポスター発表】 

1. 展示には横 180cm、縦 180cmの展示版を用意します。(図参照) 

2. 9:00 〜9:30 の間にポスター発表の御準備をお願いします。 

3. ポスターの取り付けは画鋲とし、各自で御準備ください。粘着テープ等は使用しないでください。 

4. 発表者は CD受付にて、発表者の名札を受け取って下さい。 

5.  発表展示は神奈川県歯科医師会と合同で行います。15:00〜16:00 の間に質疑応答をお願いします。 

  (※神奈川県歯科医師会は 5分で内容の説明を行いますが、補綴学会では行いません。) 

6. 16:10 〜16:30 の間にポスターの撤去をお願いします。 

7. 発表終了までに所定のフォームに入力した事後抄録ファイルを受付にご提出ください。なお、図表 

  はご遠慮下さい。 

 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【専門医申請ケ−スプレゼンテ−ション】 

1.  展示には横 180cm、縦 180cmの展示版を用意します。(図参照)  

2.  ポスターの取り付けは画鋲とし、各自で御準備ください。粘着テープ等は使用しないでください。 

3.  発表者は CD受付にて、発表者の名札を受け取って下さい。 

4.  審査時間は審査委員の指示に従い、10分程度で内容の説明を行って下さい。 

5.  発表者は審査委員の審査を受けて下さい。 

6.  その他の詳細は日本補綴歯科学会認定医制度のしおりをご参照ください。 

7.  発表のタイムスケジュールは下記に従ってください。 

  発表時間 :  9:30 〜16:10                   

   審査時間 : 12: 30〜13:00、13:00〜13:30 

   筆記試験 : 13:30〜14:00                                                       

   撤去時間 : 16:10 〜16:30 

番号 
演題 

演題名・演者・所属 

180cm 

160cm 20cm 

20cm 

160cm 

180cm 



平成 21年度西関東支部学術大会プログラム 

 

会場 : F205  

8:30  会場・受付  

8:55  開会の辞              大会長 高橋紀樹 先生 (神奈川県歯科医師会会長) 

 

【一般口演】 

9:00〜9:30                   座長 木本克彦  先生 (神奈川歯科大学) 

                                            【日歯生涯研修コード:0603】 

O-1.  歯槽堤保存術としての矯正的挺出とインプラント植立までの待機期間 

      ○内田剛也 1)、中村善治 2)、福島俊士 2) 
            1)医療法人社団 内剛会 内田歯科医院、2)鶴見大学歯学部歯科補綴学第二講座 

                                  

O-2.  機能的咬合印象法を用いたインプラント固定性補綴装置の製作 

      ○矢崎ひとみ 1)、栗原大介 1)、大久保力廣 1)、小久保裕司 2,3) 、新保秀仁 1)、小林真理子 3)、 

        石川恭敬 1)、岡本直子 1)、長田秀和 1)、阿部 實 1)、三山善也 4) 
            1)鶴見大学歯学部歯科補綴学第一講座、2)歯科補綴学第二講座、3)口腔顎顔面インプラント科、  

       4)歯科技工研修科 

                                                         

O-3.  ハイドロキシアパタイトと二酸化チタンによる二重薄膜生成技術を応用した 

     チタン表面改質の検討      

     ○桒原淳之、堀 紀雄、星 憲幸、澤田智史、柴田武士、青木宏道、木本克彦 

        神奈川歯科大学顎口腔機能修復科学講座 クラウンブリッジ補綴学分野 

                                                         

 

9:30〜10:00             座長 大久保力廣 先生 (鶴見大学)   

                                                                【日歯生涯研修コード:0399】 

O-4.  仮想空間（Virtual Reality ）における咬合接触再現性の検討 

   ○笠間慎太郎 1)、井川知子 1)、小川 匠 1)、河村 昇 2)、伊原啓祐 2)、重田優子 1)，平林里大 1)、  

        平井真也 1)、岩並恵一 1)、積田光由 1)、小久保裕司 1)、水野行博 2)、福島俊士 1) 

      1）鶴見大学歯学部歯科補綴学第二講座、2）鶴見大学歯学部歯科技工研修科 

    

 

 

                                                     



O-5.  咬合の不快感を訴える患者における歯根膜感覚の客観的評価  

   ○平井真也 1) ，小川 匠 1) ，松香芳三 2) ，重田優子 1) ，安藤栄里子 1) ， 

       平林里大 1) ，井川知子 1) ，笠間慎太郎 1) ，福島俊士 1) , Glenn T Clark
3) 

     1) 鶴見大学歯学部歯科補綴学第二講座， 

     2)岡山大学大学院医歯薬学総合研究科 顎口腔機能制御学分野， 

       3)
University of Southern California, School of Dentistry. 

                                                         

O-6.  食物性状の違いが脳内酸化ストレス及び神経伝達物質に与える影響 

    ○大野晃教 1）、吉野文彦 3）、堀 紀雄 2）、小林 杏 3）、吉田彩佳 3）、川畑政綱 2）、池田龍典 1）、   

         斎田牧子 1）、木本克彦 2）、李 昌一 3）、豊田 實 1） 

        1）神奈川歯科大学 顎口腔機能修復科学講座 有床義歯補綴学分野 
        2）神奈川歯科大学 顎口腔機能修復科学講座 クラウンブリッジ補綴学分野 
        3）神奈川歯科大学 生体管理医学講座 薬理学分野 

 

 

10:00〜10:30          座長 青山 繁 先生 (神奈川県歯科医師会) 

                                                                【日歯生涯研修コード:0699】 

O-7.  レーザー溶接におけるアルゴンガスの影響 

   ○高山慈子 1)，野本理恵 2)，土田富士夫 1)，大久保力廣 1) 

       1)鶴見大学歯学部歯科補綴学第 1講座、2)鶴見大学歯学部歯科理工学講座 

 

O-8.  エイジングを考慮した可撤性補綴の長期経過報告 

   ○池谷完治  

        神奈川県歯科医師会 池谷歯科  

                                                         

O-9.  全部床義歯患者の義歯使用感の変化に関する研究 

     －鶴見大学臨床実習における調査－ 

   ○椎名順朗、大貫昌里、土田富士夫、鈴木清貴、細井紀雄 

     鶴見大学歯学部歯科補綴学第 1講座 

                                                         

 

10:30〜10:40         -  休 憩 -  

 

 

 

 



10:40〜11:40        【生涯学習公開セミナー】 

 

インプラント治療のトラブルと対策 

− 失敗しないインプラント治療のための留意点 − 

    

座 長 :  小久保裕司 先生 (鶴見大学歯学部歯科補綴学第二講座)        

講 師 : 春日井昇平 先生 (東京医科歯科大学 大学院医歯学総合研究科インプラント・     

         口腔再生医学分野 東京医科歯科大学 歯学部附属病院 インプラント外来)                                 

                                                                【日歯生涯研修コード:0603】 

11:40〜11:50          -  休 憩 – 

 

11:50〜12:20    【平成 17年度西関東支部総会】 

 

12:20〜13:00              -  昼休み -  

 

13:00〜15:00              【シンポジウム】 

「スプリント治療」 

 

     座 長 :  山本鉄雄 先生 (東京歯科保険医協会・日本アメリカンフットボール協会)  

     講 師 :  杉山義祥 先生 (横須賀市開業 医療法人社団祥豊会杉山歯科医院 院長) 

「健康はスポーツから・スポーツは歯から」 

− マウスガードとパフォーマンス − 

                                                                【日歯生涯研修コード:0903】 

         

      講 師 : 玉置勝司 先生 ( 神奈川歯科大学口腔医歯学系顎口腔機能修復学講座 

              神奈川歯科大学咬み合わせリエゾン診療科 診療科教授)   

「顎関節症への応用」 

− 現在の適切な使用法は？ − 

                                     【日歯生涯研修コード:0702】 

 

   講 師 : 重田優子 先生 ( 鶴見大学歯学部歯科補綴第二講座 助教) 

「睡眠時無呼吸症候群への応用」 

                                                              【日歯生涯研修コード:0706】 

 

15:00〜15:10         -  休 憩 -  

 



15:10〜16:10       【市民フォーラム】 

 

        座 長 :  高橋紀樹 先生 (神奈川県歯科医師会会長)  

       講 師 : 金田賢一 先生 (俳 優)  

「言葉は優しく美しく響きよく」 

-  医療面接との係わり-  

                                                         

16:10 感謝状贈呈                       支部長 木本克彦 

16:15 閉会の辞                     大会実行委員長 福島俊士  

 

 

会場 : F204  

【ポスター発表】 

発表展示時間 : 9:30 〜16:10 

質疑応答時間 :15: 00〜16:00              【日歯生涯研修コード:0699】 

P-1.  全部床義歯患者の義歯床形態が咀嚼機能と満足度に及ぼす影響 

    ◯東條敏明 1)、大貫昌理 1)、大久保力廣 1)、細井紀雄 1)、西村克彦 2)、森 悦子 3)   

          1)鶴見大学歯学部歯科補綴学第一講座、 2)西村歯科医院、3)森歯科医院 

                                                         

P-2.  義歯が関与する脳機能の活性化因子について 

       －咬合力の向上が脳機能に及ぼす影響－ 

    ○諸熊正和，米山喜一，渋谷直志，岡本直子，細井紀雄，大久保力廣 

      鶴見大学歯学部歯科補綴学第１講座 

                                                         

P-3.  ラット実験モデルを用いたチタン製歯型インプラント体表面への歯周組織の 

      再生 

    ○加納貴充 1)、宮下 顕 1)、小松浩一郎 2)、山本竜司 3)、小久保裕司 1)、福島俊士 1)， 

         大井田新一郎 3) 

         1)鶴見大学歯学部歯科補綴学第二講座、2)鶴見大学歯学部薬理学教室、 
         3)鶴見大学歯学部生化学教室 

                                                         

P-4.   歯冠用硬質レジンのオペーク材とボディペーストの厚み比が曲げ強さに 

       及ぼす影響 

    ○佐々木圭太 1)、坪田有史 1)、時庭由美子 1)、山崎弘光 1)、野本理恵 2)、福島俊士 1) 

        1)鶴見大学歯学部歯科補綴学第二講座，2)鶴見大学歯学部理工学教室    

                                                     



会場 : F203  

【専門医申請ケースプレゼンテーション】 

 

発表時間 : 9:30〜16:10 

【A】 

審   査 : 12:30〜13:00 

筆記試験 : 13:30 〜14:00 

S-1 セクラロックアタッチメントを使用して審美的改善を図った一症例 

   ○佐藤洋平 

   鶴見大学歯学部歯科補綴学第一講座 

 

審   査 : 13:00〜13:30 

筆記試験 : 13: 30〜14:00 

S-2 右側頬粘膜切除後の無歯顎患者に全部床義歯を装着した 1 症例 

   ○武藤亮治  

   鶴見大学歯学部歯科補綴学第一講座 

 

【B】                                                       

                                                         

審   査 : 12:30〜13:00 

筆記試験 : 13:30 〜14:00 

S-3 欠損部歯槽形態の変化を考慮した前歯部ブリッジ補綴の一症例 

   ○一瀬昭太  

   鶴見歯科医院 

 

 

 

 

 

 



【生涯学習公開セミナー】 

        時 間 : 10:40〜11:40 

               会 場 : F205 

 

    インプラント治療のトラブルと対策： 

失敗しないインプラント治療のための留意点 

    

  座 長 :  小久保裕司 先生 (鶴見大学歯学部歯科補綴学第二講座)         

  講 師 : 春日井昇平 先生  (東京医科歯科大学 大学院医歯学   

             総合研究科 インプラント・口腔再生医学分野            

             東京医科歯科大学 歯学部附属病院 インプラント外来) 

 

【講師略歴】                                           

春日井昇平（かすがい しょうへい） 

 
学歴・職歴 

1979年 3月 東京医科歯科大学 歯学部 卒業          

1983年 3月 東京医科歯科大学 歯学研究科大学院 

                              修了（歯学博士） 

1983年 4月 東京医科歯科大学 歯学部  

                               歯科薬理学講座 助手 

1989年 4月  MRC Group in Periodontal Physiology,  

      |      University of Toronto ポスドク 

    1991年 3月  

1995年 1月 東京医科歯科大学 歯学部 歯科薬理学講座 助教授 

2000年 4月 東京医科歯科大学 大学院医歯学総合研究科 摂食機能制御学分野 教授 

        2001年 4月 東京医科歯科大学 歯学部附属病院 インプラント外来 科長（併任） 

        2004年 4月 東京医科歯科大学 大学院医歯学総合研究科 

    インプラント・口腔再生医学（名称変更） 教授 

                                                     現在に至る。 

 

 

研究テーマ  

骨および歯周組織の再生、生体親和性の高いインプラントの開発 
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 ブローネマルクが初めて人にチタン製のスクリュー型のインプラントの臨床試験を開始してから

40年以上が経過した今日、骨結合型インプラントを用いる補綴治療（以下インプラント治療）は確実

な治療法となっている。義歯を確実に安定させることが可能であり、残存歯への負担が無いことの 2

点がインプラント治療の最大の利点である。急激に高齢者社会に変化している我が国において、イン

プラント治療を希望する患者さんは増加しており、インプラント治療をおこなう歯科医も増加してい

る。そのような状況において、インプラント治療を受けた後に何らかの問題を抱えた患者さんの数も

増加している。演者が勤務するインプラント外来にはそのような問題を抱えた患者さんが多く来院す

る。いくつかの問題症例を紹介し、そのような問題症例を起こさないようにするための留意点、さら

に万一問題を起こした場合の対処法について講演する予定である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【シンポジウム】 

                時 間 :  13:00〜15:00                          

                会 場 : F205 

  

「スプリント治療」 

 

    座 長 :  山本鉄雄 先生 ( 東京歯科保険医協会・日本アメリカン 

                                               フットボール協会)  

  講 師 :  杉山義祥 先生 ( 横須賀市開業 医療法人社団祥豊会  

                               杉山歯科医院 院長) 

「健康はスポーツから・スポーツは歯から」 

〜マウスガードとパフォーマンス〜 

【講師略歴】 

 杉山義祥(すぎやま よしあき) 

昭和 43年  防衛大学校卒業                               

昭和 54年    神奈川歯科大学 卒業 

昭和 63年    神奈川歯科大学 学位乙修得 

平成 4年～  日本ハンドボール協会スポーツ医科学委員 

平成 8年～  日本オリンピック委員会（JOC）強化スタッフ 

平成 14年～  かながわスポーツ・健康づくり歯学協議会 

            （SHP Dent. かながわ）理事長 

平成 16年～  日本スポーツ歯科医学会理事 

平成 16年～  神奈川県体育協会スポーツ医科学委員 

平成 18年～  日本スポーツ・健康づくり歯学協議会（日本 SHP）会長 

平成 18年～ 日本スポーツ歯科医学会認定医 

【著書・編集】 

「生涯スポーツを楽しむために」日本歯科新聞社 2001 

｢スポーツ歯科臨床マニュアル｣（編集）(日本スポーツ歯科医学会編)医学情報社 2007 

｢スポーツ歯科入門ハンドブック｣（編著）医学情報社2009 

 



 国（厚生労働省）は 2010年までの健康目標として「健康日本 21」をとりまとめ、その法的根拠と

なる「健康増進法」を 2002年にスタートさせた。そこには QOL（Quality of Life ）向上のため 1 次

予防に重点をおいた健康づくり即ち、早世の防止、健康寿命の延伸、生活習慣病予防を目標に掲げ、

行政だけでなく国民の側にも目標達成への努力を求めている。つまり、病気を治す医療から病気にな

らないような生活指導に重点をおく方策に転換をしたことを意味する。 

 このような国の施策を背景にスポーツや運動による健康づくりが盛んとなり、スポーツ人口が近年

増加してきている。それに伴い、歯科領域からもスポーツを支援する分野としてのスポーツ歯科が発

展してきた。日本歯科医師会は２年前より「スポーツ歯科検討委員会」を発足させ、来年は「健康ス

ポーツ歯科検討委員会」と名称を改め、長いライフステージにおける幅広い対応を検討している。今

回はそのような時代背景から、スポーツを通じて国民の健康保持増進に我々がどのように関与できる

か話をしてみたい。現在マウスガード装着の目的はスポーツ・運動による口腔外傷予防が主目的であ

るが、本日の講演のなかでマウスガードは本当にパフォーマンス向上に寄与するのかを噛み合わせと

重心移動に着目して私見をお話してみたい。 

 昨年（２００８年）ＦＤＩストックホルム大会では、「歯科医師会は全ての歯科医療専門職にマウス

ガードの有用性を周知徹底し、口腔傷害を伴うスポーツに参加する全ての人々にマウスガード着用を

適切に指導すること」を提唱していることを参考として付け加えておきたい。 

 またスポーツ歯科医学の目的として次の４つを挙げておきます。 

1) 子供からお年寄りにいたる全ての国民に対して、スポーツ歯科を通じて健康寿命の延伸やＱＯＬの 

   向上に寄与する 

2) 顎・口腔領域におけるスポーツ外傷・傷害の予防と治療ならびに安全意識の向上に寄与する 

3) スポーツ競技力の回復・維持・向上に寄与する 

4) 顎・口腔領域の出血を伴うスポーツ外傷による感染防止に寄与する 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  講 師 : 玉置勝司 先生 ( 神奈川歯科大学口腔医歯学系顎口腔機能        

               修復学講座 咬み合わせリエゾン診療科)   

「顎関節症への応用」 

−現在の適切な使用法は？− 

【講師略歴】 
 玉置勝司 (たまき かつし)  

1976年 4月 神奈川歯科大学入学 

1982年 3月 神奈川歯科大学卒業 

1982年 3月 神奈川歯科大学歯学部卒業 

1982年 4月 歯科補綴学教室第３講座入局，助手 

1989年 4月 神奈川歯科大学 歯科補綴学教室第３講座，講師 

1992年 12月 歯学博士 

1994年 2月 日本補綴歯科学会認定医 社団法人日本補綴歯科学会専門医（第 693号） 

1995年 4月 オーストリア，ウィーン大学補綴学講座に 1年間留学 

1999年 12月 日本補綴歯科学会指導医 

2001年 4月 神奈川歯科大学附属病院かみ合わせ外来主任 

2001年 6月 日本顎関節学会指導医 

2005年 4月 日本補綴歯科学会医療問題検討委員会特命委員 

2006年 9月 神奈川歯科大学附属病院臨床教授 

2007年 4月～2009年 3月 日本補綴歯科学会研究企画推進委員会委員 

2007年 1月～2008年 12月 日本顎関節学会評議員 

2008年 2月 日本心身医学会評議員 

2008年 4月 神奈川歯科大学 顎口腔機能修復科学講座歯科補綴学分野 診療科教授 

       付属病院咬み合わせリエゾン診療科教授 

2008年 7月 日本顎関節学会専門医、認定研修機関取得 

2009年 1月 日本歯科心身医学会評議員 

2009年 4月 日本顎関節学会医療問題検討委員会委員 

2009年 4月 1日～2011年 3 月 31日 社団法人日本補綴歯科学会診療ガイドライン委員会委員 

2009年 4月 1日～2011年 3 月 31日 社団法人日本補綴歯科学会代議員 

2009年 4月1日～2011年3月31日 社団法人日本補綴歯科学会専門医審査委員（西関東支部）  ，  

 

 

 

 



免許・資格 

  歯科医師免許（歯科医籍番号 第 86892）  昭和 57年 6月 16日 

        （国保：神国歯 第 6437） 

        （社保：神歯 第 6437） 

  歯学博士  （乙 第 209号）       平成 3年 12月 24日 

  日本補綴歯科学会認定医 （第 693号）   平成 5年 2月 15日  

                                             更新日  平成 15年 2 月 15日 

                                             次更新日 平成 20年 2 月 15日 

  日本補綴歯科学会指導医（第 757号）    平成 10年 12月 7日 

  社団法人日本補綴歯科学会専門医（第 693号）初回登録日 1993年 2月 15日、 

認定期限 2013年 2月 14日 

  日本顎関節学会認定医（第 326号）         平成 12年 6月 28日 

日本顎関節学会指導医（第 291号）     平成 12年 6月 28日 

日本顎関節学会専門医（第 47号）     平成 20年 12月 1日～25年 12月 31日 

日本顎関節学会指導医（第 45号）     平成 20年 12月 1日～25年 12月 31日 

顎関節症専門医研修施設（第 32号）    平成 20年 12月 1日～25年 12月 31日 

 

 顎関節症患者は、顎関節周囲の疼痛や開口障害を中心とする自覚症状で医療機関を受診している。

患者ははじめに耳鼻咽喉科や整形外科などを受診する場合もあるが、その多くは歯科診療所で扱われ

ているのが現状である。 

 現在、顎関節症の病因は多因子が関与する多因子性疾患として認知されているが、その人の許容域

（耐性）を超えると顎関節症を発症するメカニズムが想定されている。しかし、各患者の発症因子は

特定することが困難なことが多く、治療は原因療法より対症療法が中心になる。その治療の基本的な

考え方は、自然治癒機転を阻害せず一定の効果が期待され、かつ副作用や患者の経済的・時間的な負

担が尐ない方法を選択することである。 

 したがって、可逆性の高い薬物療法、運動療法、理学療法、スプリント療法、認知行動療法などが

一般的に推奨されている。臨床上、これらの中で最も応用頻度の高いのはスプリント療法であると思

われるが、各臨床家によって様々な方法が行われているのが現状である。 

 そこで、今回は顎関節症の治療経験を多くもつ臨床家の先生方が推奨するスプリント療法、また日

本補綴歯科学会が作成したスタビライゼーションスプリントに関するテクニカル・アプレザルも合わ

せて現在の適切なスプリントの使用法について述べる予定である。 

    

        

 

 

 



  講 師 : 重田優子 先生 ( 鶴見大学歯学部歯科補綴第二講座) 

「睡眠時無呼吸症候群への応用」          

【講師略歴】 

重田優子 ( しげた ゆうこ)              

平成 9年 3月 鶴見大学歯学部卒業      

平成 9年 4月 鶴見大学歯学部歯科補綴学第二講座  

        診療科助手 

平成 14年 3月 鶴見大学大学院歯学研究科博士課程 

       （歯科補綴学）修了 

平成 14年 4月 東京慈恵会医科大学総合医科学 

        研究センター高次元医用画像工学研究所 

               訪問研究員 

        鶴見大学歯学部歯科補綴学第二講座 研究員 

平成 15年 4月 鶴見大学歯学部歯科補綴学第二講座 助教 

平成 18-19年  南カリフォルニア大学歯学部 留学 

 

 1900年初頭、小顎症の乳児に対し、睡眠時の上気道拡大を目的に、舌を下唇に縫合する処置がなさ

れ、その数十年後には、下顎を前方位で固定し上気道を拡大するために、ヘルメットとチンストラッ

プが使用された。1934年、フランスの小児科医 Pierre Robin は、その目的のために初めて口腔内装

置を使用し、1982年には、Charles Samelsonにより Tongue positioner  device が開発された。そし

て、20世紀末までに、口腔内装置について、さまざまな検討がなされ、その有用性は立証された。 

現在、40種類以上の睡眠時無呼吸症候群用の口腔内装置が臨床応用されている。驚くほどの種類が

あるようにみえるが、基本的には、２つのカテゴリーに大別される。すなわち、その数の多さはカテ

ゴリー内の多様性を意味している。 

 口腔内装置は、作用機序および設計により分類されている。主要なカテゴリーは Tongue positioner 

device と Mandibular advancement device である。さらに、Mandibular advancement device は調節

性と非調節性に分類される。調節性の装置は、装着後、下顎の 

前方移動量を調整できるほか、ある程度の可動範囲を有するものもあり、患者の生理的機能を妨げず、

筋のリセットを図ることができる。その反面、コストや煩雑な製作工程などの欠点を有している。 

 現在、われわれは、低コストで簡便、患者の生理機能を妨げない「可動式」口腔内装置を開発し、

臨床応用している。可動式口腔内装置には唇側コネクタ型と舌側コネクタ型があり、それぞれ、利点・

欠点を有している。 
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        図１ 唇側コネクタ型         図２ 舌側コネクタ型 

 

今回は、これらの製作法およびその特徴・適応例などを紹介するとともに、その有効性について、

過去の文献と比較し報告する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【市民フォーラム】 

                時 間 : 15:10〜16:10 

                会 場 : F205 

  座 長 :  高橋紀樹 先生 ( 神奈川県歯科医師会会長) 

   講 師 : 金田賢一 先生 (俳優)  

         

「言葉は優しく美しく響きよく」 

-  医療面接との係わり -  

【講師略歴】 

金田賢一 ( かねだ けんいち)       

生年月日／1961年 8月 22日  

出身地／ 兵庫県 

趣味・特技／料理・コンピューター 

資格／ホームヘルパー2級 

  

2006年 NHK大河ドラマ「功名が辻」田中吉政役  

2007年 NHK大河ドラマ「風林火山」柿崎影家役                                                       

1978年に映画『正午なり』でデビューし、その後ドラマ『太陽に

ほえろ！

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A4%AA%E9%99%BD%E3%81%AB%E3%81%BB%E3%81%88%E3%82%8D%21』の

デューク刑事役として出演し人気を集めた。 

近年は単発ドラマで深みのある演技を披露している、さらに情報番組に多数出演し、2004年から

http://ja.wikipedia.org/wiki/2004%E5%B9%B4 、テレビ神奈川お昼の情報番組『とっておき自由食感

ハマランチョ』では月曜日・火曜日に MCとして出演している。        

【受賞】                                       

「ブルーリボン」新人賞受賞                                   

「エランドール」新人賞受賞                                   

「日本アカデミー賞」新人賞受賞                         

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A4%AA%E9%99%BD%E3%81%AB%E3%81%BB%E3%81%88%E3%82%8D%21
http://ja.wikipedia.org/wiki/2004%E5%B9%B4


【出演映画】                                                        

1978年   「正午なり」 

1980年   「不良尐年」   

1981年   「連合艦隊」   

1990年   「女帝春日局」 

                                                                                                        

【出演ドラマ】 

NHK 「獅子の時代」「冬構え」「道頓堀川」「青春前後不覚」「いのちも燃ゆ」 

NTV 「太陽にほえろ」「風のなかのあいつ」「吉田 茂」「火曜サスペンス劇場」 

TBS 「スチュワーデス物語」「女たちの忠臣蔵」「愛」「その細き道」「月曜ミステリー劇場」 

CX  「金曜エンターテイメント」 

TX  「花の生涯」「女と愛とミステリー」  

 

 

 日本語が再認識されている昨今、漢字検定、日本語検定など日本語の知識を競うテレビ番組も数多

く組まれています。 

 ヴァラエティーとしては面白く思いますが、はたして日本語の知識だけを知るだけでよいのでしょ

うか。 

 言葉は表現の道具であること、心を写すものであること、人柄が映し出されるものです。 

 言葉は両刃の剣。間違った使い方をするととんでもないことになります。 

 普段何気なく使っている言葉を再認識する機会になれば・・・と思います。 

 


